
 
2007年 6月 

お得意様各位 
 ファイザー株式会社 農産事業部 

 
ファイザー養豚セミナー開催のご案内 

 
養豚現場における近年の事故率悪化の原因と考えられている PMWSは、世界的に発生が拡大しています。

今後の農場生産性の維持・向上には PMWS コントロールが不可欠であるとの観点から、マイコプラズマや
PRRS 等を含めた総合的な疾病対策が重要となります。今回、これら疾病の世界的権威である米国アイオワ州
立大学のタッカー博士を特別講師として下記のセミナーを開催させていただくことになりました。 
ご多忙中まことに恐縮ではございますが、ぜひともご参加賜りますようお願い申し上げます。 
 

記 

 
免疫学的側面からの豚呼吸器病対策 
 

『PMWS と PRDC（MPS/PRRS等）について』 
 
 

日    時： 2007年 7月 25日（水） 午後 2時～5時 
 
場    所： 鹿児島空港ホテル 2F「プルメリア」 
 〒899-6404 鹿児島県姶良郡溝辺町麓 616-1 （TEL： 0995-58-2331） 
セミナー内容： 
「PMWS と PRDCの相互作用と免疫学的コントロール」（仮題） 

  アイリーン タッカー博士 
 米国アイオワ州立大学教授 

「最近のＰＲＤＣ浸潤状況－病性鑑定結果からの知見」 
  ファイザー㈱農産事業部 
 

 
 

※ お手数ですが、ご出席の方は下記用紙を切り取り、弊社社員又は特約店担当者へお渡し願います。 
 

「ファイザー養豚セミナー」出席申し込み書 
 

お名 前                     会社名又は所属名                         
 
ご住 所                                   TEL  （     ）     －      
 

EEiilleeeenn  LL..  TThhaacckkeerr,,  DDVVMM,,  PPhhDD,,  DDAACCVVMM,,  PPrrooffeessssoorr  
DDeeppaarrttmmeenntt  ooff  VVeetteerriinnaarryy  MMiiccrroobbiioollooggyy  &&  PPrreevveennttiivvee  MMeeddiicciinnee  

IIoowwaa  SSttaattee  UUnniivveerrssiittyy  
タッカー博士の専門分野: 
 獣医微生物学・予防衛生学部において豚の重要な病原体として知られるマイコプ

ラズマ･ハイオニューモニエ、PCV2、PRRS ウイルス及びその他を病因とする疾病の
免疫学を主要研究テーマとする。 


